










【要約】ハイリスク妊娠・分娩とは母子の生命や健康に重大な影響を与える要因をもった

妊娠・分娩と解釈され、その要因を妊娠・分娩におけるハイリスク因子と呼んでいる。今

回は一般にハイリスク因子と呼ばれている妊娠・分娩中の要因と分娩結果との関係を統計

学的に検討し、「思わしくない分娩結果」を招く妊娠・分娩中の要因がいかなるものかに

ついて検討した。

分析対象は東京都母子保健サービスセンターで保有している東京都母性医療ネットワーク

データベースに登録された 3 年間の分娩要約のうち、一定条件で抽出した 25,944 件であ

る。分析方法は「思わしくない分娩結果」を母側要因と児側要因に分け、母側要因は「母

体死亡のニアミス要因」、「退院時高血圧、「緊急帝王切開」の有無の 3 群とし、児側要因

は「死産または新生児死亡」、「極小未熟児または 28 週未満早産」、「新生児重症仮死」の

有無を狭義の 3 群とし、「早産」、「低出生体重児」、「2500 グラム以下 SFD」を広義の 3 群

として、各妊娠・分娩ハイリスク要因との関係をコクラン・マンテル・ヘンゼル統計を用

いて、初産・経産で補正し相対危険度を算出した。


